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兵
庫

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代 力日か

者ljつ
遺
跡

兵
庫
県
朝
来
郡
和
田
山
町
加
都

・
市
御
堂

一
九
九
八
年
度
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
１

一
九
九
九
年
二
月

兵
庫
県
教
育
委
員
会

西
口
圭
介

・
岸
本

一
宏

・
松
野
健
児

・
甲
斐
昭
光

井
本
有
二

・
池
田
征
弘

・
戸
田
真
美
子

集
落
跡

・
水
田
跡

・
道
路
跡

古
墳
時
代
前
期
―
後
期

（四
―
六
世
紀
）、
奈
良
時
代
後
期

―
平
安
時
代
前
期

（八
―
九
世
紀
）
、
平
安
時
代
後
期
―

鎌
倉
時
代
前
期

（
一
一
―

〓
〓

世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

加
都
遺
跡
は
、
兵
庫
県
北
部

の
朝
来
郡
和
田
山
町
の
南
部
、

側

円
山
川
が
形
成
し
た
町
内
最
大

隕

の
流
域
平
野
の
右
岸
に
位
置
す

る
。
当
地
は
、
「加
都
千
石
」

と
通
称
さ
れ
る
、
整
然
と
し
た
南
北
方
位
の
条
里
地
割
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

遺
存
す
る
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
。

こ
の
加
都
平
野
の
中
央
部
に
播
但
連
絡
道
路
北
仲
事
業
、
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
建
設
事
業
に
伴
う
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
が
建
設
さ
れ
る
の
に
先
立
っ
て
、

一
九
九
七

・
九
八
年
度
に
約
四
六
〇
〇
〇
ポ
の
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
古
代
末
に
形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
完
新
世
段
丘
上
か
ら
、　
一
〇
〇
棟
以

上
の
竪
穴
住
居
な
ど
か
ら
な
る
古
墳
時
代
の
集
落
と
、
そ
れ
に
近
接
す
る
水
田
、

律
令
期
の
計
画
的
な
直
線
古
道
、
約
六
〇
棟
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
か
ら
な
る
中

世
の
集
落
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
古
墳
時
代
以
降
に
集
落
が
営
ま
れ
る
微
高
地
の
南

側
に
広
が
る
低
湿
地
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
点
の
う
ち
い
は
、
新
水

北
Ｂ
地
区
の
六
世
紀
後
半
―
九
世
紀
の
水
田
土
壌
層
か
ら
、
働
③
は
宮
ケ
田
Ｃ

地
区
の
古
墳
時
代
―
中
世
以
前
の
水
田
畦
畔
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

木
簡
い
が
出
土
し
た
水
田
土
壌

（Ｉ
ａ
層
）
は
、
褐
色
腐
植
質
シ
ル
ト
で
、

六
世
紀
後
半
―
九
世
紀
の
土
器
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
畦
畔
な
ど
を
面
的
に
検

出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
上
層
に
は
中
世
の
土
器
を
包
含
す
る
水

田
土
壊
が
あ
り
、
Ｉ
ａ
層
下
層
に
は
洪
水
砂
を
挟
ん
で
六
世
紀
前
半
の
水
田
面

が
広
が
っ
て
お
り
、
畦
畔
な
ど
を
検
出
で
き
た
。
な
お
、
畦
畔
で
は
建
築
部

材

・
用
具
部
材

・
農
具
な
ど
を
転
用
し
て
補
強
材
に
し
て
い
る
。

②
①
は
、
古
墳
時
代
後
期
―
中
世
以
前
に
利
用
さ
れ
て
い
た
水
田
畦
畔
中
お

よ
び
そ
の
近
接
地
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
畦
畔
の
補
強
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た



1998年 出上の木簡

多
量
の
礫

・
木
杭

・
建
築
部
材
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
が
、
働
は
こ
の
補
強
材
と
　
　
　
　
期
の
遺
構
は
、
官
道
と
考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構
の
ほ
か
に
は
、
水
田
の
畦
畔
の

し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
加
都
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
律
令
　
　
　
　
み
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

新
水
北
Ｂ
地
区

ω

　

□

長
〔剛

配
床

万
呂

之

可
承

示

日
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（驚

×

∞受

卜

霞

宮
ケ
谷
Ｃ
地
区

０
　
。
　

　

　

臣
女
（
一里聟線
）大
家
マ
酒
刀
自
女
（
一墨線
）阿
刀
マ
嶋
公
（提
線
）鷹
鷹
鷹
鷹
藤
藤
藤
藤
家
家
家
家
家
家
勝
勝
勝
郡
郡
郡
郡
長
長
長
長
長
」

。
□
刀
自
女
刀
自
女

□
　
歳
歳
歳
歳
歳
歳
置
置
置
置
置
□
□
□
□
□
諷
諷
諷
風
□
真
□
真
□
真
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（Ｐ］
］⇔
）
×
∞
∞
×
］卜
　
Φ
ω
枷

「
　

　

　

　

　

　

＜
　

　

口

□

〔神
部
力
〕
　

　

　

　

　

〔令
ヵ
〕
　

　

〔割
己

□
□
勝
少

不
□
加
□
□
□
□
　
　
　
回
田
百

〔
儒
ヵ
〕

右
得
輛
張
継
自
女
□
□
□
□
日
日
日
日
日
日

日日
日
日
日
Ｈ
］

〔食
ヵ
〕

□
□　
剛初
輔
醗剛
剛剛剛
団剛酢胆
胆胴‐‐‐‐
‐‐‐‐
‐‐‐‐―‐―‐
‐―――‐‐‐―‐‐‐―
‐――‐Ш

日

日

― ―

― 十

日

Ｈ

回

酬

囲

剛

団

開

‐ ‐‐ ‐

‐ ‐‐ ‐

‐ ‐‐ ―

‐ ‐‐ ‐

― ‐― ‐

Ш

　

　

　

　

　

」

　

　

い
卜
泉

∞
睫

Φ

ｏ
駕

ω
は
上
下
を
欠
損
す
る
。
墨
痕
が
薄
く
、
判
読
困
難
な
部
分
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
①
は
両
側
面
の
上
寄
り
に
切
り
込
み
を
も
つ
。
上
半
に
一
行

（部
分
的
に
二

②
は
棒
状
の
木
製
品
に
平
坦
面
を
削
り
出
し
、
そ
こ
に
表
裏
二
面
に
わ
た
り
　
　
　
　
行
）、
下
半
に
五
行
の
墨
書
が
あ
る
が
、
墨
が
ほ
と
ん
ど
制
落
し
て
お
り
、
判

墨
書
を
行
な
う
。
上
端
は
欠
失
す
る
が
、
下
端
は
杭
状
に
尖
ら
せ
て
お
り
、
原
　
　
　
　
読
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
記
載
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
耕
地
に
関
す
る
内
容

形
を
と
ど
め
て
い
る
。
横
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
中
に
人
名
が
そ
れ
ぞ
れ
記
　
　
　
　
で
あ
り
、
立
札
的
な
性
格
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
同

一
の
筆
に
な
る
と
思
わ
れ
る
六
種
類
の
文
字
の
　
　
　
　
　
＞」
れ
ら
三
点
の
木
簡
は
、
伴
出
遺
物
に
よ
る
時
期
の
限
定
が
困
難
で
あ
る
が
、

習
書
が
み
ら
れ
る
。
別
の
面
に
も
、
人
名
と
文
字
の
習
書
が
確
認
で
き
る
。
　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
人
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
名
か
ら
古
代
の
も
の
と
判
断
で
き
　
７



る
。
こ
の
他
に
、
九
六
年
度
の
確
認
調
査
で
朝
来
郡
山
口
里
か
ら
の
荷
札
が
出

土
し
て
い
る
こ
と

（本
誌
第
二
〇
号
）
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
近
隣
に
古
代
の

官
衛
的
な
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃

宏

・
山
下
信

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
　
　
（岸
本

一
宏

・
甲
斐
昭
光
）

(2)表冒頭部

(3)部 分

木

簡

研

究

第

一
九
号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

田
　
　
章

一
九
九
六
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
　
藤
原
宮
跡
　
恭
仁
宮
跡
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
跡

左
京
八
条
三
坊
十
四
町
（八
条
院
町
）

末
窯
跡
群
　
大
坂
城
跡
　
広
島
藩
大
坂
蔵
屋

敷
跡
　
樟
葉
野
田
西
遺
跡
　
一二
条
九
ノ
坪
遺
跡
　
大
物
遺
跡
　
深
田
遺
跡
　
安
倉
南

遺
跡
　
明
石
城
跡
坤
櫓
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
印
場
城
跡
　
角
江
遺

跡
　
御
殿

・
三
之
宮
遺
跡
　
川
合
遺
跡
志
保
田
地
区
　
北
条
小
町
邸
跡
　
伊
興
遺
跡

丸
の
内
三
丁
目
遺
跡
　
汐
留
遺
跡
　
江
戸
城
外
堀
跡
牛
込
御
門
外
橋
詰
　
尾
張
藩
上

屋
敷
跡
遺
跡
　
土目
山
学
院
構
内
遺
跡
　
岡
部
条
里
遣
跡
　
上
山
神
社
遺
跡
　
湯
ノ
部

遺
跡
　
観
音
寺
城
下
町
遺
跡
　
小
谷
城
跡
　
一局
山
城
三
之
丸
堀
跡
　
松
本
城
三
の
丸

跡
土
居
尻
　
松
本
城
下
町
跡
伊
勢
町
　
一削
橋
城
遺
跡
　
大
猿
田
遺
跡
　
根
岸
遺
跡

泉
平
舘
跡
　
山
王
遺
跡
　
舟
場
遺
跡
　
征
量ヽ
光
院
跡
　
士心
羅
山
遺
跡
　
後
田
遺
跡

亀
ケ
崎
城
跡
　
宮
ノ
下
遺
跡
　
上
高
田
遺
跡
　
大
楯
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
長
岡
南
遺

跡
　
金
石
本
町
遣
跡
　
田
尻
遺
跡
　
大
坪
遺
跡
　
舞
蔓
遺
跡
　
馬
寄
遺
跡
　
下
町

・

坊
城
遺
跡
　
新
発
田
城
跡
　
目
久
美
遺
跡
　
天
神
遺
跡
　
一二
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
鴻
の
巣

東
遺
跡
　
士
口
川
元
春
館
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
飛
田
坂
本
遺
跡
　
博
多
遺
跡
群
　
香
椎

Ｂ
遺
跡
　
鞠
智
城
跡
　
一副
田
遺
跡
　
那
覇
港
周
辺
遺
跡
群
旧
東
村
地
区

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
九
）

美
作
国
府
跡

韓
国
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て

史
料
紹
介
　
琉
球
の
木
簡
二
題

書
評
　
山
里
純

一
著

『沖
縄
の
魔
除
け
と
ま
じ
な
い
―
フ
ー
フ
ダ

の
研
究
―
』

書
評
　
東
野
治
之
著

『長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』

彙
報

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円

鶴 高 符 山 李

見島も里

成

市

純

一

英

之

泰

寿




